
新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、笑顔が減ってしまったと思われる今、ふっさボラ

ンティア・市民活動センターでは笑顔になる「メッセージ」と「写真」を募集して、目にしたみ

んなに笑顔を届けるプロジェクトを始動しました。

登録団体の皆さんのみならず、広く市民の皆さんからも多数ご参加いただき、総数約８00点

の作品が集まりました。そんな皆さんからの元気になるメッセージと写真はこちらでご覧くださ

い！

８月31日（月）～９月14日（月）まで、福生市役所ロビーに掲示されます。

福生 スマイルプロジェクト！開催中！

8月22日（土）・23日（日）、例年は輝き市民サポートセ

ンター主催のイベントが開催されていましたが、今年は「福生スマイ

ルプロジェクト！」の展示を開催しました。

「コロナに負

けるな！」という

メッセージだけで

なく、医療従事者

の方たちへの感謝

のことばや日々の楽しい一コマ

の写真など、多数の思いが届き

ました！



『体験１ 切手ボランティア編』 （参加者 15名）

８月11日～14日に、使用済み切手を寄付できる形に切り取り、

仕分けをするボランティア体験が行われました。新型コロナウイル

スの影響で、参加人数に制限があったものの、小学生～ご年配の方まで連日

定員を満たす参加があり、皆さん真剣に作業に取り組まれていました。

仕分けされた切手は青梅市の盲老人ホーム『聖明園』へ寄付され、施設の

建設や整備費の一部として、また視覚障がいを持った

大学生の奨学資金の一部として役立てられます。

切手整理ボランティアは、毎月第２・４水曜日午後１時30分～３時3

0分に福祉センターで活動が行われています。

皆様の継続的なボランティア参加をお待ちしております。

『体験２ 手作り布マスク編』 （参加者 30名）

反響が大きかった本講座は、急遽８月６日も追加し、７日との２

日間開催となりました。男性の参加もあり、講師の河原﨑和子氏から用意して

いただいた可愛らしい生地で、素敵なマスクを２

枚作りました。

今回、一部寄付していただいたマスクは、市内の児童施設・高齢

者施設やNPO法人などに寄付を予定しています。

まだまだ終息の見えない新型コロナウイルス感染症ですが、新し

～傾聴ボランティア 講演会のお知らせ～
新型コロナウイルス感染症の拡大で、不安な気持ちを抱えていたり、気持

ちが落ち着かない日々を過ごしている方も多いと思います。そんな時、誰かに話を聞いてもら

うことで心が落ち着いたり、安心することができます。

この講演会で、日々の会話や隣近所への声掛け等、「支えあい活動」としても広く『傾聴』

について学び、身近な人の心に寄り添ってみませんか。

【講 師】 ＮＰＯ法人Ｐ．Ｌ．Ａ 後庵正治氏

【日時・ あきる野会場 10月10日（土）午後２時～４時

会場】 あきる野市平沢175-４秋川ふれあいセンター内 ふれあいホール

福生会場 11月５日（木）午後１時～３時

福生市南田園２-13-１福祉センター内 学習集会室

【定 員】 あきる野会場 先着40名

福生会場 先着20名

【対 象】 西多摩地区在住の方

【参加費】 無料

【申込み】 あきる野会場・福生会場ともに９月16日（水）より電話にて受付

【申込先】 あきる野会場 あきる野ボランティア・市民活動センター

☎ 042－595－9033（平日午前８時30分～午後５時15分）

福生会場 ふっさボランティア・市民活動センター

☎ ０４２－５５２ー２１２２（平日午前８時30分～午後５時15分）



小地域福祉活動を行う一つの単位を「福祉地区」と呼び、その

活動範囲はおおむね一町会・自治会の地域としています。

コロナウイルスの影響で活動を休止している地区が多い中、活動を再開し

ている地区もありますので、現状報告をさせて頂きます。

現在までに活動を再開している地区が2地区、秋頃に再開を予定している

地区が6地区、そのほかの地区は現在のところ再開未定または年内休止を予

定しております。

活動を再開している地区の活動内容としては配食ボランティア、野外での健康体操、公園の

清掃活動など見守りや野外での活動が挙がっています。室内での活動となると、三密を避ける

ためには参加人数に制限を設ける必要があり、その点が活動再開の妨げになっていると思われ

ます。今後の活動再開に向けては、野外での活動をうまく利用することが大切になってくるか

もしれません。

また、今まで通りの訪問をして、対面で行う見守り活動に抵抗がある方もいらっしゃるかも

しれませんが、ある地区では電話連絡での見守り活動をしていました。対面は出来なくても少

し話すだけで気持ちが晴れたり孤独感が無くなるという意見もありますので、ぜひ参考にして

頂ければと思います。

今後、活動再開に向けて不安な事があったり、どんな活動ならできるのか悩んで
いましたら、FVAC担当者までご連絡ください。

代表 吉田 一洋

ぬり絵は、脳のトレーニングにとても効果があるといわれています。

また、一人でぬり絵をするよりみんなで描いたほうが、ずっと楽しいし、

負けたくない、という向上心も生まれます。

そして、みんなで相手の良いところを褒め合うことです。同じぬり絵

でもこんなに違うのかと驚きます。だから、ぬり絵工房の生徒さんは驚

くほど上達します。おしゃべりもとっても楽しい、そんなぬり絵教室です。

※お問い合わせはふっさボランティア・市民活動センターへ！

ぬり絵工房

新型コロナウイルス感染拡大防止策をとりながら、最初に「福生いとでんわ」の

方から視覚障がいについての説明と、視覚障がいのある方からのお話がありました。

聞き洩らさないように熱心にメモを取っていた児童からは、家事や街中での移動

等、普段どのような生活を送っているのか、日常についての質問が多数ありました。

最後に代表児童によるアイマスクと白状を用いた疑似体験

が行われ、後日、ほかの全児童も体験を行ったとのことで、視覚障が

いについて、より具体的に理解を得られたのではないでしょうか。

この体験を通して、実際に街中で困っている方にお会いした時には

声をかける等、思いやりを一層深めてほしいと思います。

福生市第七小学校

四年生 ７月10日（金）実施



新型コロナウイルスの感染拡大に

より、8月末現在では『ほっとひろ

ば』と『ほっとひろば加美平』のみ

の開催となっております。

９月以降の開催についても未定となってい

るサロンもありますので、再開については分

かり次第ホームページでお知らせします。

★マノアクラブ 1,000円

★南田園一丁目るりの会 30,000円

★熊川住宅福祉地区(こぐまサロン) 2,000円

★ハイサイ！三線倶楽部 1,000円

★匿名 3,000円

★大正琴扇靖流ドリーム・ミー 3,000円

【その他】
使用済切手・ベルマーク・インクカートリッ
ジ収集に多くのご協力をいただきました。

御協力ありがとうございます。

市民活動支援講座

「オンライン会議を受けてみよう！」 ～オンラインお試し講座～

コロナ禍で日常になりつつある「オンライン会議」、会員同士の新たなコミュニ
ケーションツールとして、この講座で基
本的な操作を学び、実践してみてくださ
い！ 受講はリモートで行います！

ご家庭で不要の未使用マスクのご寄付をお

願いしたところ、手作りマスク、配布マスク

をはじめ、不織布マスク、布マスクなどたく

さんのご寄付をいただきました。

ご寄付いただいたマスクは、高齢者施設、

児童施設、NPO団体、災害備蓄用などに仕分

けし配布を予定しております。

計1,947枚（8月27日現在）

のご寄付がありました。

心よりお礼申し上げます。

FVACのホームページリニューアルが遅く

なり、大変ご迷惑をお掛けしましたが、７月

中旬から公開になりました。

http://www.fussashakyo.or.jp/fvac/
FVACからのお知らせや講座の案内などを

掲載していますので、是非ご覧ください。

また、団体からのお知らせ情報も掲載可能

ですので、掲載希望の団体はご連絡をお願い

します。

福生市社会福祉協議会facebook
のQRコードも出来ました。

日 時：10月20日(火) ・21日(水) 午後２時～３時
申込み：福生市輝き市民サポートセンター 10月２日(金)～
TEL/FAX：042-551-0166 午前10時～午後10時(月曜休館)

輝き市民サポートセンターからのお知らせ 市民活動をしている方各日先着５名参加費 無料

ふっさボランティア・市民活動センターに登

録されている団体および個人ボランティアの皆

さんは、当センターでボランティア保険に加入

しておりますが、補償対象として「新型コロナ

ウィルス感染症」はその対象ではありません。

ご了承うえ、活動の際はご注意いただきます

ようお願いします。

マスクが不足している市内の各施設・各団体

の方がいらっしゃいましたら配布しますので、

FVACまでご連絡ください。

マスクの配布は予約制ですので、事前連絡な

しでの来所ではお渡しできかねます。

また、配布先は各施設・各団体に限りますの

で、個人の方へのお渡しはご遠慮いただいてお

ります。併せてご了承ください。


